
 
 
 
 
 
 
 
 

第 19回日本癌治療学会 CRC教育集会 

開催方法︓e-LEARNING（1講義 30分～60分、各小テストあり（複数回受講、回答可） 
受講期間︓2026年 11月 1日（日）～2027年 4月 25日（日） 
 

A セッション 
A-1臨床試験とは 

岡村 行泰  （日本大学医学部 消化器外科学分野） 
A-2臨床研究関連用語の基礎知識 

沖田 南都子（国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門） 
A-3悪性腫瘍総論とゲノム医療の基礎 

國料 俊男（名古屋大学大学院 腫瘍外科学） 
A-4腫瘍マーカー、検査データの読み方 

大北 仁裕（日本赤十字社姫路赤十字病院 腫瘍内科） 
A-5TNM分類、癌取り扱い規約  

西川 和宏（市立吹田市民病院 外科） 
A-6抗悪性腫瘍薬の薬理作用と薬物有害反応  

加藤 俊介（順天堂大学大学院医学研究科 臨床腫瘍学） 
B セッション   

B-1臨床試験の実施体制と実施プロセス 
片山 宏（国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門） 

B-2臨床試験に必要な統計学 
森田 智視（京都大学大学院医学研究科 医学統計生物情報学） 

B-3 カルテ情報論、個人情報、インフォームド・コンセント、研究倫理指針、臨床研究法 
塚田 敬義 （朝日大学大学院法学研究科・医事法） 

B-4臨床試験におけるデータマネジメント 
北山 恵 (新医療リアルワールドデータ研究機構株式会社 リアルワールドデータ事業部  

データサイエンス室） 
B-5 がん免疫療法の基礎知識（有害事象とその対策も含む） 
 松本 光史 （兵庫県がんセンター 腫瘍内科） 
B-6 これだけは知っておきたい臨床薬理の基礎 
 今村 知世 （埼玉県立がんセンター 遺伝科） 
B-7臨床研究の記録の工夫 （ALCOA の原則も含めて） 
 湯川 絢子 （株式会社アイロム OM中四国姫路支店） 

 

          
 

・講義への質問は e-LEARNING システムの受付よりお受けいたします。 
受講期間が終了後、まとめて講師が回答いたします。 


